
川あそび、入門編

遊び道具がなくても、工夫しだいで楽しく遊べます。
また、なぜだろうと考えることや、いろいろと空想することも大切です。

＊出典：2003年3月（社）日本環境教育フォーラム編集発行
「総合的な学習の時間」に役立つ川や海などの水辺でできる自然体験プログラム集

●川の流れをみていると、なにかを浮かべてみたくなる。笹やアシなどの葉で船を作って流してみよう。

　葉がなければ画用紙にろうをぬって作っても良い。

●船を流そう

　川の真ん中とはしとではどちらの方が速く流れるかな。

　水面に突き出た岩のそばを流れるときには船の速さはどうなるかな。

　船はこれからどんな旅をするのだろうか。船が海に流れつくまでを想像してみよう。

平らな石を探そう。腰をおとして、水面すれすれに横から投げる。

カラスガイなどの貝殻やかにのこうらなどをそっと海に浮かべてみよう。

貝殻の船が波間にゆれているようすをじっと見ているのも楽しい。

1．笹舟

浜辺には色々なものが流れついている。船の板、ガラスビン、フジツボだらけのロープ、

つるつるになった木の枝や根っこ、貝殻、かにのこうら、気に入ったものを持って帰ろう。

どこから流れてきたのかを想像しよう。また、箱に並べたり、組み合わせておもしろい形の

工作を作ってみよう。

2．水切り

3．貝殻の船

4．宝探し


